
 

 

 

 
 

 

 

 

9:00～１２：００ 

 

 

１．第８波の新型コロナウイルス感染症拡大に対応した対策  

①新型コロナウイルス感染拡大防止対策に最善を尽くし、市民の命とくらし、経営を守る予算編成を行なうこと。  

②学校や学童、保育園、幼稚園などにおいて、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況をみながら、抗原検査や PCR

検査を受けることができる予算を確保すること。  

 

２．子育て・教育・文化  

 ①子育て世代の経済的負担を軽減するため、各種サービスの利用料金の減免や経済的支援をおこなうこと。  

 ②子ども基本法に謳われる子どもの権利について、全ての市民・子どもに対し周知啓発をおこなうこと。  

③子どもの権利を確保するため子どもの権利擁護施策を推進し、各施策において、子どもの意見表明・子ども参

加の機会を保障し推進すること。  

 ④子どもたちへの新型コロナウイルス感染症の心身の影響について、特にマスクの着用や黙食など、長期的な影響も視野

に入れた市独自の調査を行うこと。  

 ⑤いじめや不登校など児童生徒や保護者が相談しやすいよう教育現場での相談体制を強化すること。  

 ⑥不登校児童生徒に対し、フリースクールなどの情報提供、経済的支援など、誰ひとり取り残さない教育を実現すること。 

 ⑦小中学校において、教員の働き方改革を着実に進め、教員の業務負担等を軽減すること。また、新人教員のフォローや

合理的配慮を推進するため、熟練教員等の余裕人員を配置すること。  

⑧特別支援教育においては、誰もが通常学級で学ぶことが出来るよう、全ての学校に臨床心理、作業療法士、  
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７億７５５万 1千円増額  （以下、主な予算を抜粋） 
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一般会計補正予算 
 

一般会計補正予算　7億755万1千円増額　（※以下、主な予算を抜粋）　

項目 内容 予算（千円）

市内の障害者福祉施設に対して給付金を交付 4,836

市内の医療機関等に対して給付金を交付 8,300

市内の保育所等に対して補助金を交付 21,986

子育て世帯に対してデジタルギフトカードを支給 142,853

低所得のひとり親世帯等に対して給付金を支給 80,214

市内の商工業者に対して支援金を交付 20,461

生活保護 生活保護世帯の増等に伴う生活扶助費等の増額 193,919

人件費 給与改定、人事異動等に伴う人件費の増額 7,129

電気・ガス・食料品等価

格高騰対策

南山小学校校舎・南山小

学校学童クラブ増築工事

南山小学校校舎・南山小学校学童クラブ増築工事

に係る工事請負費
100,000

■１１月６日  

稲城市消防訓練に参加 

 

■１１月３日  

会派報告会をオンラインで開催 
 

■１２月７日  

障害者週間 『いなぎの個性豊か

な仲間たち』を鑑賞 

新しい一年が皆様にとりまして、健康に恵まれた佳き年となるよう、

心からお祈り申し上げます。 

 昨年も、「今年こそはと、コロナの終息を願う」一年でありました。コロナは収束と拡大を繰り返し、
国内での感染が確認されてから 3 年ちかくたっても、いまだ終息の兆しが見られません。そのような

中でも、市内各地でお祭りやイベントも再開し、まちににぎわいが戻り、地域の中で市民が繋がることの大切さを改めて

感じることができました。 

今年はいよいよ、私ども稲城市議会議員の選挙の年となります。これまでの 4 年間の活動を市民の皆様に投票とい

うかたちで採点していただけますと幸いです。決意を新たに、市民クラブ一同、引き続き全力を尽くして参ります。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 
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長
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務
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の
引
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上
げ
、
市
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給
与
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関
す
る
条
例
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正
な
ど

の
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長
提
出
議
案
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つ
い
て
質

疑
が
さ
れ
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べ
て
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決
さ
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ま
し
た
。 議会中継QRコード 

市
民
ク
ラ
ブ
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、
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和
５
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望
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出
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し
た
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月
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「
稲
城
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
」

に
つ
い
て
は
国
の
法
改
正
に
伴
い
自
治
体

の
条
例
の
内
容
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た

中
、
個
人
情
報
の
利
用
の
公
表
、
審
議
会
の

設
置
な
ど
最
低
限
必
要
な
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容
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込

ま
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た
も
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し
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賛
成
す
る
が
、
国
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個

人
情
報
保
護
の
体
制
や
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ス
テ
ム
連
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は

万
全
で
は
な
い
の
で
自
治
体
か
ら
の
提
言

を
堅
持
す
べ
き
と
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論
を
し
ま
し
た
。 

 

議
案
の
質
疑
や
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論
の
内
容
つ
い
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、
中
継
か
ら
各
委
員
会
報
告
、
討
論
、
採

決
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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言語聴覚士等の専門家の配置と特別支援教育補助員等の増員をおこなうこと。  

 ⑨児童生徒の安全な教育環境を確保するため、小中学校の全ての教室にエアコンを計画的に設置すること。  

 ⑩小中学校の老朽化した校舎や設備について、計画的に改修・整備を進めること。また、安全点検については、専門業者によ

る点検をおこない、必要な事故予防対策を講じること。  

 ⑪コロナワクチン接種事業により長期にわたり使用不可となっている公民館の会議室等があるため、別途、コ  

ロナワクチン接種事業の会場を確保し、会議室等を早期に開放すること。  

⑫公民館の当日予約について、民館登録団体などからも意見を聞き、検討を進めること。  

 ⑬義務教育就学児医療費助成制度及び高校生等の医療費助成制度について、所得制限の撤廃を検討すること。  

 ⑭離婚前後の支援として、養育費の受取支援事業に取り組むこと。  

 ⑮コロナ禍において、他所の家庭との行きが著しく減少しているため、親子同士が交流しやすいスペースの確  

保や交流機会を増やせるよう努めること。  

 ⑯学校給食食材費の物価高騰への補助を令和 5年度も継続すること。  

 ⑰学校給食食材のオーガニック化を進めること。  

 ⑱公民館に Wi-Fi を整備し、オンラインでも参加ができるよう環境整備をおこなうこと。  

 ⑲全小中学校において、子どもの暴力、いじめ、性被害の防止に CA Pプログラムを実施すること。  

 

３．保健・医療・福祉  

 ①孤独死、自殺対策について、関係機関との連携を密に強化し、必要な対策を講じること。  

 ②ヤングケアラー・若者ケアラーを把握し、必要に応じて支援すること。  

 ③福祉くらしの相談窓口の相談体制を拡充すること。  

 ④若者が相談しやすいようオンライン相談などの環境整備をおこなうこと。  

 ⑤重度心身障がい児、医療的ケア児を含む全ての障がい児が市内の保育園や病児保育施設を利用することがで  

きるよう、人材確保・環境整備をおこなうこと。  

 ⑥放課後等デイサービスについて、実際の利用人数と利用状況の点検をおこない、適正な利用定員の確保に努  

めること。  

 ⑦障害者団体への補助金等の見直しについては当該団体等への聞き取りなどを通じて点検を行うこと。  

 ⑧障がい者サービスの市内事業所の充実や人材確保について、適正な計画を立て、取り組むこと。  

 ⑨ひとり親世帯や女性の非正規労働者に対して、具体的な困りごとの相談を聴き対応する体制を強化すること。  

 ⑩新型コロナウイルス感染症の後遺症に対応できる医療体制を確保すること。  

 ⑪平尾地域において、平尾商店街内のスーパーヤマザキが撤退（予定）し、現時点においては、後継テナント  

が決まっていない状況が見られる。そのため、特に平尾住宅に住む高齢者がどのような困りごとを感じてい  

るのか調査をおこない、対策を講じること。  

 

４．環境・経済・観光  

①公共施設、公共事業、自治体業務でどれだけＣＯ２を削減できるかなど、地方自治体自らの脱炭素化に向け  

た目標と計画を持ち、取り組みを進めること。  

 ②公共施設等での再生可能エネルギー発電を拡充し、市の電力調達を再生可能エネルギーで賄えるように取り組むこと。  

。 

 ④緑と里山の保全を推進する市民会議を市が主体となり立上げ、長期的な取組みに関する対応を検討すること。  

 ⑤地域振興プラザ内のコワーキング事業において、プリンターが使用できる環境を整備すること。  

 

令和４年 1０月２８日  

稲城市長  髙橋勝浩 殿  

稲城市議会 市民クラブ  

いそむらあきこ  

村上洋子  

武田まさひと  

 

令和５年度予算要望  

日頃より市民生活の向上にむけてご尽力賜り、心より感謝申し上げます。  

さて、長引くコロナ禍に加え、ウクライナ危機も長引き、物価高騰や電気代の上昇、円安も加速しています。家計の収入が増

えない一方で、物価高騰や電気代の上昇は家計を圧迫し、先行きが見通せない状況に不安を抱える市民の方が多くいらっしゃい

ます。  

また、新型コロナウイルス感染症により、多くの社会問題が露呈し、女性・子ども・若者の自殺者数の増加や非正規雇用、不

登校、いじめ、虐待など様々な問題が深刻化しています。  

加えて、大気汚染や地球温暖化、プラスチックの排出による海洋汚染など、環境問題の解決は喫緊の課題となっています。自

治体としても環境政策にも積極的に取組んでいただくことを要望致します。  

私ども市民クラブはこれまでに市民から寄せられたご意見やご相談などをもとに令和５年度予算要望を作成しました。市民に

寄り添い、暮らしの向上に資する事業を着実に進めていただくことを求め、令和５年度当初予算に、以下の要望を反映していた

だきますよう、お願い申し上げます。  

 

記 

 

１．第８波の新型コロナウイルス感染症拡大に対応した対策  

①新型コロナウイルス感染拡大防止対策に最善を尽くし、市民の命とくらし、経営を守る予算編成を行なうこと。  

②学校や学童、保育園、幼稚園などにおいて、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況をみながら、抗原検査や PCR検査

を受けることができる予算を確保すること。  

 

２．子育て・教育・文化  

 ①子育て世代の経済的負担を軽減するため、各種サービスの利用料金の減免や経済的支援をおこなうこと。  

 ②子ども基本法に謳われる子どもの権利について、全ての市民・子どもに対し周知啓発をおこなうこと。  

③子どもの権利を確保するため子どもの権利擁護施策を推進し、各施策において、子どもの意見表明・子ども参加の

機会を保障し推進すること。  

 ④子どもたちへの新型コロナウイルス感染症の心身の影響について、特にマスクの着用や黙食など、長期的な影響も視野に入

れた市独自の調査を行うこと。  

 ⑤いじめや不登校など児童生徒や保護者が相談しやすいよう教育現場での相談体制を強化すること。  

 ⑥不登校児童生徒に対し、フリースクールなどの情報提供、経済的支援など、誰ひとり取り残さない教育を実現すること。  

 ⑦小中学校において、教員の働き方改革を着実に進め、教員の業務負担等を軽減すること。また、新人教員のフォローや合理的

配慮を推進するため、熟練教員等の余裕人員を配置すること。  

⑧特別支援教育においては、誰もが通常学級で学ぶことが出来るよう、全ての学校に臨床心理、作業療法士、  

議場入口の生け花 
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市民クラブ通信 VOL.１５ 

 

にご意見をお寄せください。 
地域のことでのお困りごとや市政へのご意見などをお寄せください。       QR コードから簡単に入力ができます。 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒

⇒ 

 
会派報告会＆意見交換会 

（ZOOM開催のご案内）   
 

２０２３年１月２９日（日）1５時～1６時 

 
ZOOM（オンライン）で開催します。たくさんの
方のご参加お待ちしております。 
（傍聴のみの参加も歓迎です） 
 
参加ご希望の方は当日のURLをご連絡致し
ますので、お手数ですが以下のmailにご連
絡ください。             

 
mas.takeda@gmail.com 

 

 

食
べ
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、
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通
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「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
は
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タ
リ
ア
、
フ

ラ
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ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
の
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ウ
ル
市
な

ど
の
取
り
組
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が
広
く
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、
国
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で
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農
水
省
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
中
で
、
２
０
５
０
年
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で
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機
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25
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大
す
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掲
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安
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し
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助
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日
本
の
有
機
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証
制
度
の
基
準
は
厳
し

い
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の
で
す
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
等
全
て
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基
準
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た
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て
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な
く
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し
で
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農
薬
や
化
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ら
し
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で
生
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よ
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生
産
者
や
、
生
産
方
法
が
明
ら
か
な
市
内

産
農
産
物
な
ど
、
市
独
自
の
判
断
基
準
で

質
の
良
い
食
材
を
確
保
し
、
段
階
的
に
さ
ら

に
質
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
は
可
能

で
す
。 

昨
年
、
福
岡
県
の
私
立
保
育
園
に
通
う

園
児
が
送
迎
バ
ス
内
に
取
り
残
さ
れ
死
亡

し
た
事
故
に
続
き
、
今
年
も
静
岡
県
の
認
定

こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
同
様
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事

故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
市
内
の
幼
稚
園
バ

ス
の
安
全
対
策
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
国
か
ら
通
知
さ
れ
た
緊
急
点
検
及
び
実

地
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

Ａ
．
園
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
た
回
答
を
市
が

確
認
し
、
東
京
都
へ
提
出
し
た
。
実
地
検
査

は
、
東
京
都
か
ら
の
実
施
依
頼
通
知
に
基

づ
き
、
令
和
４
年

月中

に
、
子
育
て
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
緊
急
点
検
の
回

答
結
果
に
つ
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
等
を
、
全
て
の
項
目
に
つ
い
て

現
地
で
確
認
し
、
東
京
都
へ
報
告
す
る
。 

 

Ｑ
．
現
在
、
国
に
お
い
て
、
送
迎
バ
ス
に
安
全

装
置
の
設
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
な
ど
の

再
発
防
止
の
取
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
？  

Ａ
．
令
和
４
年

月

日付

け
の
事
務
連
絡

で
は
、 

①
安
全
装
置
の
義
務
付
け 

②
置

き
去
り
防
止
を
支
援
す
る
安
全
装
置
の
仕

様
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成 

③
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定 

④
子
ど
も
の

安
心
・
安
全
対
策
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

定
め
た
財
政
措
置
の
４
点
を
国
が
行
う
と

し
て
い
る
。 

 

Ｑ
．
本
市
は
全
て
私
立
幼
稚
園
で
は
あ
る
が
、

市
と
し
て
子
ど
も
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

の
対
策
は
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
が
、
認
識
を
伺
う
。 

Ａ
．
各
施
設
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
よ
る
施
設
訪
問
及
び
巡
回
指
導

い
そ
む
ら 

あ
き
こ 

幼
稚
園
バ
ス
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

 

Ｑ
．
令
和
４
年
第
二
回
で
稲
城
市
立
病
院
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
整
備
に
つ
い
て
、
今
年
中
に
設
備
を
し
た
い
と
い

う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
進
捗
は
？ 

Ａ
．
現
在
、
患
者
の
入
院
し
て
い
る
病
棟
４
階
か
ら
６

階
ま
で
の
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
中
の
設
置
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

Ｑ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
終
息
に
め
ど
が
立
た

ず
、
お
見
舞
い
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
し
ば
ら
く

続
く
も
の
と
考
え
る
。
入
院
に
は
多
額
の
費
用
が
掛

か
る
た
め
、
病
室
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に
限
ら
ず
、
無
料
の
提

供
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
対
応
は
？ 

Ａ
．
ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
機
能
を
提
供
す
る
事
業
者
が
、
当
院
２

階
の
売
店
に
て
、
利
用
に
必
要
な
２
種
類
の
プ
リ
ペ

イ
ド
式
カ
ー
ド
（
１
日
使
い
放
題
２
５
０
円
と
７
日

間
使
い
放
題
１
０
０
０
円
）
を
、
必
要
な
患
者
に
販

売
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

Ｑ
．
患
者
が
持
ち
込
ん
だ
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
に
よ
り
、
電
子
カ

ル
テ
や
心
電
図
モ
ニ
タ
に
不
具
合
が
起
こ
る
な
ど

の
電
波
干
渉
と
思
わ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
医
療
機
器
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
全
病
室
に
整
備
し
て
も
、
７
日
間
で
１
０
０

０
円
で
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど
の
持
ち
込

み
の
制
限
が
し
づ
ら
く
な
る
の
で
は
？ 

ま
た
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
機
能
を
提
供
す
る
業
者
が
必
要

な
患
者
に
販
売
す
る
と
あ
っ
た
が
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

設
備
自
体
は
病
院
の
予
算
で
整
備
し
て
い
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
機
器
の
入
れ
替
え
時
の
費
用
は
病
院

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
？ 

Ａ
．
当
院
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
使
う
の
か
、
患
者
さ
ん
が
持

ち
込
ん
で
使
う
の
か
は
、
患
者
さ
ん
の
選
択
。 

プ
リ
ペ
イ
ド
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
料
金
は
事
業
者
に
確
認

で
き
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
確
認
を
し
た
い
。 

設
備
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は
当
院
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

入
院
患
者
に
モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
持
ち
込
み
や

テ
ザ
リ
ン
グ
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
に
は
、

無
償
も
し
く
は
大
幅
な
減
額
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

患
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
医
療
機
器
に
影
響
が
及

ぶ
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
の
為
、
こ
れ

か
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
ま
す
。 

  

稲
城
市
立
病
院
の 

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
に
つ
い
て 

武
田 

ま
さ
ひ
と 

 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の 

推
進
に
つ
い
て 

村
上 

洋
子 

１２月議会の一般質問から 
 

 

■「プラスチックごみ分別ガイド」が全戸配布されています。 

これを参考にプラスチックを分別し資源としてリサイクル

ルートに乗せていきましょう。 

ガラス・陶磁器も分別回収が始まります。     
 

ごみは減らしてリサイクルで持続可能な地球に！ 

  

 

 

 

 

 

Ｑ
．
稲
城
市
に
お
い
て
、
市
民
か
ら
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
要
望
が
こ
れ
ま
で
に
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
が
子
ど
も
の
健
康
に
寄
与
す
る
影
響
に

つ
い
て
市
の
認
識
を
伺
う
。 

Ａ
．
市
民
か
ら
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
、
稲
城

市
の
学
校
給
食
を
有
機
無
農
薬
食
材
に
す

る
会
か
ら
「
稲
城
市
の
学
校
給
食
を
有
機

無
農
薬
食
材
に
す
る
要
望
」
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
子
ど
も

の
健
康
に
寄
与
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

摂
取
す
る
残
留
農
薬
が
少
な
い
こ
と
な
ど

が
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
効
果
に

つ
い
て
は
明
確
に
把
握
し
て
い
な
い
。 

（市
長
答
弁
） 

 

Ｑ
．
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進
の
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。 

Ａ
．
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
安
定
し
た
供
給
量
の
確
保
や
価
格
面

で
の
課
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

今
後
も
「
稲
城
市
学
校
給
食
用
物
資
に
関

す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、
安
全
安
心
な
食

材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。 

 
 

 

■プラスチック用の指定収集袋は水色です！⇒ 
   ※１月上旬より順次販売。 

 

■プラスチックの収集は週 1回ですが、地区によって異なります。 

収集曜日は全戸配布される「令和５年度版ごみ・リサイクルカレンダー」で 

ご確認ください。 

  

 

 

 

 

 

■これからでも間に合う「分別収集」開始に向けてのオープンハウス 
長峰    総合体育館ミーティングルーム 1月21日（土）   9:00～１２：００ 

矢野口   矢野口自治会館 2階 1月 24日（火）  9:00～１２：００ 

若葉台   iプラザ小会議室     1月 28日（土）   9:00～１２：００ 

大丸    大丸地区会館 1階ホール 2月  7日（火）  １３：００～１６：００ 

向陽台   城山体験学習館学習室3    2月 18日（土）  9:00～１２：００ 

 

  

 

        

 

 

 

 

 

 

に
お
い
て
、
現
地
に

て
状
況
を
確
認
し

対
応
す
る
。 

    

 
 

す
べ
て
を
一
度
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
毎
日
の
給
食
の
１
食
か
ら
で
も
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
保
育
園

な
ど
で
も
市
内
産
農
作
物
を
利
用
し
や
す

く
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 


